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要 旨   

 

 

米国では、特に若い女性の間でリスクの高い飲酒行動やアルコール使用障害が増加して

いるため、アルコール関連肝疾患が肝移植の主要な適応症となっている。持続的な断酒を

達成することは、アルコール性肝疾患の発症や進行を防ぐだけでなく、疾患が進行した段

階であっても、臨床的に有意な改善をもたらす可能性がある。本シリーズの当論文では、

アルコール関連肝疾患の診断と外来管理について、アルコール使用障害の治療法と栄養

状態の評価を中心に解説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


